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四
1
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論
骶
霜
國
及
極
衆
露
僦
の
關
稅
政
策

ビ
不
可
能
な
'れ
ば
な
ぅ
、獨
り
之
の
み
な
ら
す
露
國
は
其
&
靡
物 

H

難
を
見
る
や
之
を
澳
地
利
、ル
ー
マ

二ァ

等
の
諸
國
に
輸
出
す 

こ

^

前
述
せ
る
如
く
に
し
て
、是
等
の

|»
國
ビ
獨
逸
^
の
問
に
は 

i

v

c.り
し
を
以
て
斯
く
て
塊
羅
雨
國
に
輸
入
せ
ら
れ
た 

向
つ
て
轉
送
せ
ら
る
ぐ
の
有
欉
な
ぅ
し
か
ば
關
稅
戰
爭 

頗
る
不
剩
益
の
立
場
に
陥
ら
ざ
る
を
得
ざ

b

し
な

b
、さ
 

多
額
の
海
外
利
拂
を
必
要
ビ
し
れ
る
以
上
は
是
非
共
其 

の
權
衡
を
維
持
し
其
兌
換
制
度
の
基
礎
を
確
乎
た
ら
し 

終
り
を
齿
げ
て
輸
出
障
害
を
排
除
す
る
を
得
た
り
し
は 

■吾
人
が
茲
に
露
獨
關
税
戦
爭
に
付
詳
記
す
る
所
■ぁり 

國
に
强
要
し
て
成
立
•せ
し
め
爾
來
歐
洲
戰
宰
の
破
裂
す 

し
一
九
〇
四
年
の
露
獨
.通
商
條
約
の
贱
提

.を
爲
す
も

0.

に る し 確 む 輸 り の る  

外 に は か る 出 な 永 露  

な 至 こ 、 に の を が 續 國  

ら
m
T■览 

七
/,
_

を
直
接
獨
逸
に
輸
出
す
る 

る
の
策
を
講
ず
る
に
至 

關
税
.政
策
上
何
等
敵
意
を 

の
農
產
物
は
页
ら
に
獨
逸 

す
る
に
從
ひ
觸
逸
は
實
際 

露
國
も
亦
偾
務
國

S 

な
ら
し
め
以
て
國
民 

あ
れ
ば
關
税
戰
淨
一 

ぶ
可
&
次
第
な
り
し

要 盛 ら喜
ぶ
可
&
次
第
な
り
し 

は
日
..
露
戰
淨
中
に

*

逸 

る

ま
で

露
國
を
拘
來
し 

ざ
れ
ば
&
。

1Z が 也 先 經 し  り

b M  。 づ 濟 て 上 に 挾 し の

I
p.
p
s
I

|f-
II

P

|

-

u

m
 

r

%

所
得
を
中
心
と
す
る
經
濟
理
論
の
結
搆.

(
1

)

(

營

利

.^

享
樂

)

泉

信

， 一 - A

»» I ■ —•

交
為
經
濟
組
織
を
形
く
る
各
單
位
の
經
濟
生
活
は
所

#"

を
中
心
と
し
て
截
然
相
異
な

る

ニ 

前
を
有
す
。所
得
を
目
標
と
し
、之
に
向
て
努
力
す
る
生
活

i

、與
ベ
ら
れ
た
る

^
 

—

p
 

I礎
ビ
い 

之
ょ

b

出
發
し
、之
を
手
段
と
し
て
個
々
現
實
の
目
的
を
達
せ
ん

V
J

努
力
す
る
生
活

V
J

即
ち
是 

な
り
。余
は
姑
く
前
著
を
名
け
て
營
利
生
活
、後
湛
を
名
け
て
之
れ
を
享
樂
生
活
ビ
呼
ぶ
可
し
。乃 

ち
所
得
は
ニ
の
全
く
相
異

.̂

る
，意
味
に
於
て
吾
人
の

E

に
映

t'
c
目

的
ど

^

,̂

の
所
#
、手
段
と 

し
を
の
所
得
是
な
り
。而
し

.て
こ
の
經
濟
單
位
の
ニ
種
の
努
力

—

所
得
を
標
ビ
す
る
努
力
、所 

得
ょ
り
出
發
す
る
努
力

I

は

個
々
經
濟
單
位
の

自
曲
行
動
を
基
礎

.ビ
す
る

'國
民
經
濟
に
生
命 

を
附
與
し
、之
れ
を
活
動
せ
し
む
る
根
本
の
動
力
な
り
。此
の
理
に
基
づ
き
佘
は
國
民
經
濟
生
活 

を
の

*

從
て
國
民
經
濟
上

.の
諸
現
象
を
了
解
せ
ん

^

す
る
交
易
經
濟
理
^
は
同
じ
く
所

#

を
.

第
十
卷
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四
11

)

論

説

所

得

が

中

心

.と
す
ゐ
經
濟
理
論
の
結
桃 

V

第
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と
す
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濟
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論
の
結
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八
〇

’

中

.心

ミ

し

て

論

理

的

に

結

.構

せ

'ら

る

可

,
も

の

、少

し

く

.具
體

：的
：に

云

：
へ

ぱ

從

來

.の

憤

用

た

る

':. 

生
產
交
換
分
配
從
费
の
區
分
に
代
ゆ
る
.に

所

得

贏

得

(
E
i
n
k
o
m
m
e
n
e
n
v
e
r
b
u
n
g
)

及
！
.び
、所

得

投

明

、
 

(
E
i
n
k
o
m
m
e
n
v
e
r
w
e
n
d
u
n
g
)

を

以
；.

て

し

、

^
此

標

準

に

..從

ふ

事

に

依

て

、#

に

示

.す
が
如
く
經
濟
學

Jk 

^
 
0

な

る
.

二
一
四
の
槪
念
を
一
層
明
確
；简ー
單
に
把
促
し
：得
可

,
を

.主
：張
せ
ん
ゼ
欲
す
る
も
の
な
，

6
-
0
 

顰

I

チ
ユ
ル
ゴ
ー
は
旣

.に

】

七
七
〇
年
の
普
其
著
書
に
標
題
し

T
r當
の

形

成

及

び

分

配

静

S
,
. 

flexions 

sur 

ia 

formation, et 

ia 

distribution 

des 
richesses 

と
云
ひ
し
が
今
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?)
經
濟
原

%
こ

泠

て

，

內
容
を
分
ち
て
生
產
論

.交
換
論
分

.配
論

'消

'费

~論
マ

」

な

す

事

，は

»

の

y

w
3

P

X及
び
英
の

J
a
B
S 

I

に
始
ま
り
た
る

 

>
も
の
と
知
ら
る
。何
れ

&
十
九
世
初
頭
の
事
な
り
。而
し
て
此
內
容
區
分
は

. 

今
口
に
军
る
ま
で
經
濟
學
に
於
て
最
.も
尊

®
せ

ら

る

、

#
製

.財
産
の
.一
に
し
て
最
近
に
於
て 

も
、經
濟
理
論
の
硏
究
に
新
機

«
を
出
さ
ん
ビ
苦
心
す
る
少
數
學
潘
の
場
合
を
除
け
ば
弘
く
世 

に
行
は
る
、
經
濟
原
論
敎
科
書
は
槪
ね
此
惯
行
に
背
か
ざ
る
を
常
ビ
す
る
に
似
れ
り
。フイリツ

.

•ホ
井
ッ
ヒ
の

T

般
國

K

經
濟
學
然
り
、

(

生
產
及
び
營
利
諭
、交
易
論
、所
得
及
び
消
费
論
の
彐
に
分

つ)

セ
ジ
ク
マ
ン
タ

ク
シ

ッ
ク
の
紅
濟
原
論
然
り
ジ
ィ
ド
の

c
o
u
r
s
r

pu). econorrie 
politique

亦
，
^
,c\4 

(

ジ
ィ
ド
は
生
產
論
循
環
分
配
消
费
ビ
耷
ふ

) _ 

.

此
區
分
は
經
濟
學
に
於
て
從
來
硏
究
せ
ら
れ
發
見
せ
ら
れ

12

る
理
論
又
は
法
則
例
へ
は
價 

値
價
格
理
論
、貨
銀
論
利
子
論
地
代
論
利
澗
論
又
は
收
權
遞
減
の
法
則

*

K

漭
く
は
最
低
生
產 

费
の
法
則

#

耍
供
給
法
則
、グレ

.
シ
ャ
ム
法
則
等
を
了
解
し
易
く
排
列
す
る
上
に
於
て
,
當
に
功 

ぁ
る
事
決
し
で
否
定
す
可
炉

ら
す
i

».容
る
し
難
き
は
地
區
分
の
甚
だ
非

l

a l
u

ヒ
恣
に
し
て 

现
論
全
.體
ど
し
て
各
經
濟
單
位
の
秘
經
濟
的
努
力
を

®

動
力
ど
し
て
*
雜
多
欉
な
る
諸
現
象 

を
®
,
開
し
來
る
國
民
經
濟
生
活
の
眞
相
を
®
明
す
る
こ

VJ.

■能
は
ざ
る
の
ー
點
な
り
。

*

濟
ぼ

%
 

は
3*

內
容
を
生
產
論

.
交
換
論
分
撕
論
消
费

^

に
區
分
す
れ
ど

.も
、純
然
た
る
技
術
的
過

^

を
^
 

.け
ば
生
產
以
タ
に
分
配
な
く
生
產
分
配
ビ
相
對
し
て
別
に
之
並
立
す
可

&,

交
換
な
る

S

程 

存
す
る
事
な
し
。

^

產
も
所
謂
分
配
も
其
實
質
か
所

^

聽
#"

い
い
。而
し
て
交
換
は
常
に
一
ぼ
に 

所
得
贏

#

他
方
に
於
て
は
所
得
投
用
の
形
態
若
し
く
は
過
程

V
J

し
て
の
外
之
を
了
坪
す
町
か 

ら
ず
少
し
く
詳
釉
に
之
を
說
か
ん
に
今

H

生

產

論

に

於

て

菩

人

.の

逢

着

す

る

は

所

謂

生

產

耍
 

素
論
な

.り
。勞
働
土
地
資
本

®

々
生

'產
さ
れ
た
る
生

'產
資
料
の
意

'味
に

‘了
.解
'せ
ら
る

1

び
是
等

第
十
怨

2

四
ニ
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論
說
所
得

4*

中心とす

.る經
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€

論
-の

結

權

4
-
虢̂

\

“



热

(
一
a

 ! 

B)

論
說
所
得
か
中
心
と
す
る
經
濟
理
論
の
結
^

第

十

號

八

ニ

を
^

產
の
货
め
に

^

合
す
る
企
業
此
中
に
論
せ
ら
る
。然
れ
ど
も
、抑
も
交
易

^

濟
M

^

中
こ
外

、
' 

て
生
產
は
如
何
，な
る
地
位
を
占
む
る
か
。歷
史
上
の
事
實
と
し
て
過
き
去

'
に
存

1
±
し
^

る
&
立
自 

給
の
經
濟

«

會
、避
し
く
は
或
は
將
來
に
期
待
せ
ら
る
、
社
會
主
義
共
產
主
義
的
.社
會
に
於
げ 

る
生
産
の
地
位
ど
、經
濟
單
位
の
私
經

_

的
努
力
を
基
礎

V」

す
る
現
在
の
經
濟
組
織
の
下
に
八
、、
 

け
る
生
產
の
地
位
ビ
は
全
く
相
同
じ
か
ら
ず
。無
交
易
經
濟
社
會
に
於
け
る

^

產
は
常
に
社

#. 

全
員
の
必
要
の
爲
め
、欲
望
滿
足

0>

爲
め
に
行
は
る
れ
と
も
、交
易
經
濟
社
會
に
於
て
は
生
產
は 

常
に
欲
望
滿
足
に
非
す
し
て
、！

g

要
滿
足
の
爲
め
に
行
は
る
。主
觀

.的
な
る
调
人
の
嘴

^

が
M
 

H

 

に
し
て

「

所
得
の
投
用

」

な
る
經
路
を
經
て
需
要
ビ
な
り
て
現
は
る
、
か
の
說
明
は
之
を
後
段
に 

r

り
今
射
ら
く
吾
人
は

®

要
と
は
購
買
力
に
依
て
ぼ

&

せ
ら
る
、
欲
望
の
沾
な

.

c
v

ど
货
し 

置
く
可
し
。之
を
要
す
る
に
需
要
は
全
然
交
易
經
濟
的
槪
念
な

b

。社
會
谷
員
が
如
何
な
る
欲
蕻 

を
感
じ
又
如
何
な
る
欠
乏
に
苦
し
み
つ
、
あ
る
や
否
や
は
間
題
ビ
な
ら
ず
、或
人
の
欲
望

z

®
 

質
力
を
伸
ひ
て
現
は
る
、
場
合
に
於
て

»

ち
需
要
ゎ
る
に
於
て
始
め
て
之
れ
に
應
访
ん
が

®
 

め
の
占
產
は
行
は
る
、
な

h

。或
種
の
則
に
對
し
祉
會
の
犬
多
數
密
が
如
何
に
聚
切
な
る
欲
蕻 

を
感
じ
つ
、
あ
る
も
之
を
企
つ

る

企
業
家
に
、又
之
に
與
か
る
勞
働
者
、地
虫
、資
本
家
に
利

飯
、地
代
、利
子
等
の
形
ち
に
於
け
る
所
得
を
ブ
ロ
ミ
ス
す
る
に
非
さ
れ
は
生
產
は
決
し
て
行
は 

る
、
事
な
し
。之
れ
現
在
經
濟
組
織
の
最
も
重
大
な

■
る
特
色
な
り
。即
ち
今
日
の
經
濟
社
會
に
於 

て
生
產
は

.

.常
に
營
利
の

^

段
ビ
し
て
行
は
れ
、又
營
利
の
手
段
ヾ

」

し
て
の
み
行
は
る
。

®

6

企
業 

家
が
營
利
の
爲
め
，に
之
を
行
ふ
の
み
な
ら
ず
、所
謂
生
產
要
素
の
所
有
者

(

地
主
資
本
家
及
び
勞 

働
の
所
有
者
れ
る
勞
働
潘

)

も
亦
營
利
の
目
的
を
以
て
之
に
參
抓
す
、即
ち
勞
働
者
は
賃
銀
な
る 

形
に
於
て
所
得
を
贏
ち
得
ん
が
爲
め
に
勞
働
を
，、池
主
は
地
代
を
得
ん
が
爲
め

.に
土
地
を
、夂
資 

本
家
は
利
子
を
得
ん
が
爲
め
に
資
本
を
賣
る
。其
成
果
は
即
ち
賃
銀
地
代
利
子
の
形
に
於
け
る 

所
得
の
獲
得
な

b

M

し
て
成
果
は
彼
等
が
唯
一
の
目
櫸
な
り
。知
る
可
し
生
產
は
常
に
企
業
^
、
 

勞
働
者
、地
主
及
び
資
本
家
凡
て
の
爲
め
の
營
利
の
手
段

S

し
て
行

.は
れ
、而
し
■

.て
純
然
た
る
技 

術
的
過
興
例
へ
ば

H

場
內
鑛
坑
內
に
於
け
る
作
業

)

を
除
け
ば
、終
始
史

•

な
る
.社
會
的
過
程

—

 

勞
働
と
貨
銀
、土
地
資
本
の
刹
用

V
J
.

地
代
利
子
ビ
の
交

換
、原

料
の
' 
買
入

^

產
物
の
賣
却

—

に
於 

て
行
は
る
、事
を

®

r

營
利
の
一

:手
段
。」

是
れ
交

■易
經
濟
社

.會
に
於
け

.
る
生
產
：の
位

®

な
り
。

1

方
生
產
な
る
言

.葉
は
普
通
物
財
の
製
作
な
る
意
味
に
解
輝

#.

ら
る
。然
れ

r

も

經
濟
學
上 

に
謂
ふ
所
の
生

.產

.が

.
物
®.

の
創
造
に
非
ざ
る
事
に
就
て
は

»

R
,定
M

6

り
。入
は
宇
宙
間
に
一 

笫十

.卷，

a

四一五

)

論

it
所

得

か

中

心

と

す

る

經

.濟
理
論
0

結
構 
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物
を
も
創
造
す
る

«|

僻
似

t

又
一
物
を
も
滅
却
す
る
事
能
は
ず
、人

n

.の
爲
し
得
る
限
り
は
與 

へ
も
れ
れ
、る
物

'®

の
位
置
形
狀

_

置
結
合
を
變

®

す
る
事
に
侬
、
利
用
又
は
惯
値
を
削
造
塯 

加
す
る
事
以
上
に
出
づ
る
こ

，じ

能
は

t'
V
Jは
凡

V

て
の
經
濟
學
敎
.斜
書
が
敎
ふ
る
所
な

々
。染
し 

て
生
產
の
本
質
は
利
用
又
は
偃
値

•の
铆
造
增
加
に
存
す
る
か
。此
論
理
を
徹
底
せ
し
む
る
時
は 

:

生
産
を
物
財
の
製
作
に

_

る
可
ら

S

に
進
ん
で
商
業
交
通
業
の
如
き
普
通
の
用
語
に
於
て 

生
產

V
J

見
な
さ
れ
ざ
.る
も
の
に
迄
之
を
擴
張
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
の
道

IB
R

非
ず
や
。例
へ
ば

セ
. 

リ
ダ
マ
ン
の
如
き
は
現
に
此
論
法
に
依
七
生
產
を
所
謂
生
産
業
に
限
る
の
不
可
な
る
を
主
張

.. 

* 

'
し
つ
、
ぁ
ぅ
。結
粜
今
妇
の
經
濟
祀

.
會
に

.
於
で
、生
產
と
は
營
利
の
目
的
を
以
て
、即
ち
或
對
價
を 

提
供
す

^

云
ふ
事
に
歸
着
す
る
に
は
非
ざ
る
が
。而
し
て
此
目
的
の
爲
め
に
企
業
家
は
所
謂
生 

產
謝
要
素
を
紹
合
す
。然
れ
と
も
例
合

V」

云
ふ
は
企
業
家
を
^
心
ミ
し
て
見
れ
る
言
葉
の
み

^
 

産
要
素
所
有
潘
の
侧
に
立
ち
て
見
れ
ば
糾
合
は
ぞ
れ
，

營
利
の
目
的
を
以
て
す
る
對
價
の 

提
供
な
ぅ
。此
點
に
於
て
は
勞
働
者
も
地
主
も
資
本
家
も
皆
企
業
家
た

K

Vど

云
ふ
も

不
可
な

L
O 

.

宛
も
企
業
家
が
利
调
の
爲

.
め
に
す
る

V
J
.

同
じ
ぐ
賃
銀
地
代
利
子
を
目
的

^

す
る
勞
働

*

地
主

. 

及
び
資
本
家
は
そ
れ
ぐ
：對
價
を
提
供

»'

す
。而
し
て
是
等
利
濶
賃

.銀
地
代
利
子
：の
ル
.て
を
每
舞

.す

る

總

稱

は

：
即

ち

所

-

#

な

、

。
斯
 

<
 

詮

じ̂

れ

ば
.
生

產

論

に.於
て
當
然
論
せ
&
る

 

'可
き
.は
听
得 

贏
得
論
營
利
論

(

獨
り
企
業
家
の
營
利
の
み
な

£

t

同
時
に
亦
勞
働
者
地
主
資
本
家
の
營
利

)

に 

.
外
な
ら
ざ
る
な
む
。

さ
て
生
產
論

i
*相
對
立

せ
し
め
ら
る

 

'、

は

分
配
論
な

る
.が
、今
日
分
配
論
の
標
題
の
下
に
論 

せ
ら
る

、
所
は
所
得
論
に

し
て

——

さ

れ
ば
分
配
論
を
云
ふ
代
り
に
所
得
論
又
は
所
得
形
成
論 

ビ
云
ふ

も
の

あ
う
。然

れ
ど
も
.英
米
の
學
漭
は
猶
ほ

「

富

の
分

m」
s
s
a
b
u
t
i
o
n

 o
f

 W
e
a
l
t
h

な
る

成
語 

を
捨
て
ざ
る
が
如

し
。—

利

潤

利

芋
、吧
代

*

銀
に
關
す
る
理
論
此
中
に
於
て

.硏

.究
せ
ら
る
。リ
力
ア 

ド
ォ
以
來
の
世
製
财
產
た
，る
地
代
法
則
、賃
銀
鐵
則
叉

.は

.
賃
銀
*
金
說
等
は
普
通
學
者
の
好
ん 

で
論
ず

る
®

材
な
り
。併
乍
ら
所
得
論
。に
名

く
る
に

分
&

な
る
文
字
を
以
て
す
る

は
果
し
て
當 

を
#

た
う
や
。

佘

は
«

ど
答
ふ
る
に

躊
躇
せ

ざ
る

も
の
な

6

。今

H

所

得
形

.成
は
先

»,
と
稱
す
る 

に

ふ
さ
は

し

き

過
程

に

於
て
行

は

る
、

¥

な
し
。

S

然
經
濟
社
會

又
は
共
產
主
義
の
社
會
に
於 

て
は
財

の「

分
配

」

行
は
る
れ

r

も
交
辱
經
濟

Ml
:

會
U

於
て
は
分
配
な
き
を
特
色
と
す
。所
得
は
分 

.配

せ
ら
れ
ず
し

て
有
偾

的
に

獲
得

せ
ら
る
。

分
配

に
非
ず
し
て

交
換
な
う
。企
業
家
は
商
品
の

01 

格

.ビ

费
用

ビ
の
差

®

を
刹
莉
ど
し
て
收
む
。何
の

.分
配

か

之
あ
ら

ん
。
豸
派
者
は
出
來
得

る

限
b

第

十

他
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得
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中

心

と
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經
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有
利
な
る
條
件
に
於
て
雇
は
れ
ん
事
を
求
め
、法
律
的
に
云
へ
ノ
ば
契
約
の
效
カ
ビ
し
て
一
定
の 

賃
銀
を
收
む
。何
の
分
配
か
之
あ
ら
ん
、資
本
家
の
利
子

.を
收

U
る
、地
主
の
地
代
を
耿
む
る
、何
れ 

か
等
し
か
ら
ざ
る
も
の
な
し
。論
じ
來

b

て
此
に

:^
れ
ば
余
は
讀

*

に
甚
し
〃
き
唐
突
、の
感
を
與 

ふ
る
事
な
く
し
て
結
論
し
得
可
し
と
信
す
從
來
の
經

^

學
に
所
得
生
產

^

も
分
亂

|&
も

>»
に
_ 

當
R.
所
得
贏
得
論
れ
る
可
き
も
の
な
り
と
。

ニ
：
. 

.

.

.
, 

.

.

. 

~ 

■

、：さ
て
消
费
論
は
何
を
論
中
可

き

か
。g

費
^

は
財
を
欲

.望
滿

.
足.の
用
に
供
す
る
事
即
ち
享
樂 

を
意
咏
す
。然
れ
ど
も
享
樂
そ
の
潜
は
經
濟
學
の
取
扱
ふ
可
き
問
題
に
非
ず
。吾
人
は
所
得
の

一 . 

部
を
投
じ
て
食
物
衣
服
家
屋
庭
園
を
買
ひ
て
享
樂
の
用
に
供
し
、又

.他

.の
一
部
を
役
じ
て
劇
場 

に
演
技
を
見

«

廊
を
訪
れ
て
繪
書
彫
刻
を
賞
す
可
し
。然
れ
ど
も
調
理
さ
れ
た
る
食
物
の
咏
そ 

の
考
、選
擇
せ
ら
れ
る
衣
服
の
柄
、家
屋
の
宏
壯

、
S

園
の
美
そ
の
者
を
論
ず
る
事
は
經
濟
學
の
噬 

酣
內

Iに
S

せ
ざ

'
る
^

、猶
ほ
べ
ト
ォ
、ヱ
ン
の
シ
ン
フ

3 

二

ィ
を
品
し
又

'は
後

®
 tn：

象
派
の
®
風 

を
批
評
す
る
事
が
經
濟
學
の
任
務
に
非
ざ

- 6

に
同
じ
。經
濟
學
は
享
樂
が
役
費
を
促
が
す
限
タ 

に
於
て
の

み

、
即
ち
今
日
の
經
濟
祉
會
に
於
て
は

#

人

が

或
享
樂
の
爲
め
に
敢
て
所
得
の

】

部

*■

を
割
て
投
ず
る
限

-

^
に
於
て
の
み
之
れ
を
問
題

V
J

す
。力
ル
ク
ソ
ォ
の
技
®
は
經
濟
學
者
の
論 

洗
す
可
き
限
り
に
非
ず
、れ
い
力
ル
ク
ソ
ォ
を
聽
か
ん
が
爲
め
人
が
敢
て
一
夕
十
圆
を
投
じ
て 

吝
ま
ざ
る
に
至
て
始
め
て
享
樂
は

五
：！

人
が
硏
究
の
領
域
內
に
入
り
來
る
。さ
れ
ば
，經
濟
學
が
硏 

究
す
可
き
消
费
は
財
の
消
费
に
非
す
し
て
云
は
い

^"
#"
.
の、消
、
«

な
り
。享
樂
そ
の
者
に
非
ず
し 

T

享
I:

の
爲
め
に

^

得
の

^

商
分
を
投
ず
る
摩
な
り
。さ
れ

W

以
下
享
樂
な
る
文
字
を
■用
ふ
る 

時
は
經
濟
學
上
の
享
樂
即
ち

.享
樂
を
目
的
と
し
て
所
得
を
投
す
る
事
を
意
咏
す
る
も
の
ビ
す
。
 

而
し
て
此
意
味
に
於
け
る
享
樂
が

.需
要

V」
.

な
り
て
現
は
る

V

事
は
後

.に
說
明
す
る
所
あ

■る

Y

 

し
。

.

*

 

'

ill

今

】

つ
の
不
合
铿
は
交
換
論
を
生
產
論
分
配
論
と
並
立
せ
し
め
、人
を
し
て
動
も
す
れ
ば
生 

產
分
配
の
外
に
之
と
相
對

‘
す
可
き
交
換
な
る
過
程
存
す
る
炉
の
如
く
誤
解
せ
し
む
る
こ

V
J

是 

な
り
ム

1 

d

s
人
々
交
換
論
に
於
：て

.學
ぶ
最

31
要
な
る
も
の
は
市
場
及
價
格
に

.關
す
る

1 S
論
な
る 

が
.
交
換
、市
場
價

.
格
1等
を
所
得
の
，贏
得
と
引
離
し
て
論
ず
る
は
容
る
す
可
ら
ず
。純
然
.たる
對
自
然 

の
場

‘合
を
除
け
ば
有
ゆ
る
經
濟
生
活
上
の
行
爲
は
常

1:
-

か
«-

に
於
て
か
义

^

の
.形
式
に
於

.て
行

.
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論
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所傅
^

や心
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鲂
.*
-

h

M

A八
 

d
.
れ
、凡

て
こ
の
所
得
は

0

格ヾ

」

し
て

-#
;

成
せ
ら
る
。勞
働
は
市
場
に
提
供
せ
ら

，れ
、
I

^

i

し
r

、
 

■«
銀
は
支
拂

M

る
。資
本

の

場

合

に

於

，て
も
、然

5
 
土
地
の
場
合
に
於
て
も
亦
«
理
は
興
な
る
事 

な
し
。さ
れ
ば

此
點
に

於
.
て
、例
へ
ば

ビ

工

ル
ソ
ン
が

其
交
換
價
値
論
中
に

.

於
て

所
得

形
成
論

(

彼 

U

所
得
分
配

の

語
を

用

ふ

れ
ど
.も)

を
な
せ
る
は
當
を
得
た
ヒ

エ
ル
ソ
ン
日

く

 r
®

勞
も
が

^

勿 

ビ
同
じ
く
交
換

®

値
を
有
す
る
の

j

事
を

思
ひ

起
こ
せ
ば
交
換
の
研
究
が
同
時
に
又

所
得

分
 

配
の
.硏
究

な
る

事
實

は
益

々
明
瞭
ど
な

る
•

地
代
ど
は
抑
も
何
ぞ
や
。地
主
は
自
ら
其
土
地
を
耕 

や
さ
す
し
て
他
に
之
を
賃
貨
す
。言
.を

換
へ
て

云

へ
ば
彼
は
或
人
に
其
土
地

.の
利
用
を
許
す

，¥

.

に
依
て
其
人
に
或
勤
勞
を
給
付
す
。此
動
勞
は
價
値
を
有
し
、而
し
て
其
價
値
が
云
ひ
現
は

•さ
れ 

た
る

も
の
即
ち
地
代
な
り
。又
.貸
附
資
本
に
對

す
る

利
子
と
は

何
ぞ
や
。

又
賃
銀
ミ
は

抑

も
可
ぞ 

•

や
。資
本
家
は
其
資
本
を

自
ら

用
ひ

ず

し

て

一
時
其
用
を
他
人
に
交
附
し
、勞
働
漭
は
其
時
ビ
糌 

.

.力

V」

を
企
業
家
の
支
配

に
0

す
。此

.等
の
勸
勞
は
之
を
受
け
た
る
も
の
に
取

^
^
て
直
接
の
憤

/t 

.を
有
し
、從
て
之
を
與
へ
た
る
も
の
に
取
り

て

交
換
價
値
を
有
す
。

さ

れ
ば

こ
の

交
換
價
値
の
多 

寡
を
決
宛
す
る
原
因
の
硏
究
は
同
時
に
賣
買
取

?

(
.
c
o
m
m
e
r
c
i
a
l

 
i
n
t
e
r
c
o
u
r
s
e

の
結

娘

ど
し
て
吐
歡 

各
.階
級
の
間
に
祉
會
所
得
が
分
配

せ
ら
る
、

其
分
配
の
法
則
を
硏
究
す
る
事

ビ

な
る

可
し

」

ヾ

』

('Pierson, 

p
r
i
b
c
i
p
k
s
.

 

o
f

 

E
c
o
r
b
m
k
s

 

v
o
i

 

I
, 

p
p

 7
6
-7
7
)

所
得
形
成
が
交

.
換
の
結
*
ふ
し
て
行
ょ
れ

 

S
 

%

格
の
成
立

.
は
同
间
に

.所
得
形
成
な
る
の
意
味
を
遒
へ
る
點

(:

於
て

0ヒ

H

ル
ソ
ン
は
正
當
な
り
。

以
上
余
は
少
し
く
經
濟
學
に
於
て
從
來
慣
用
の
內
容
區
分
を
批
評
し

.

て
其
の
不
合
®
を
指 

摘
し
之
を
爲
す
事
に
侬
て
自
說
を
叙
ぶ
る
に
先
だ
ち
讀
漭
に

多

少
の

準
備
を
與
へ

得
た
り

<

倩
す
。以
下
本

—

に
入
る
可
し
。

四

胃
1

に
述
、ベ
た
る
.が
如
く
交

易
經
濟
祖
織
の
下
に
ぁ
^
て
は
原
則
ビ
し
て
各
經
濟
單
位
の 

• 

‘經
.濟

4

活

は

相

異

な

り

た

る

ニ

方

面

を

有

す

。！！
か

か

\

レ
r
 

バ
い
も

0> 

經
濟
單
位
即
是
な
り
。經
濟
單
位
は

r

方
に
於
て
供
給
者
た
る
が
故
に
他
面
に
於
て
需
要
赉

S 

し
て
現
似
る

'
、
肆
を
秦

0

耍
者
れ
ら
ん
が
爲
め
に
他
面
に

' 
於
て
供
給
，者
ヾ
し
し

r

-J
J

tl

る
、而
し 

T

經
.濟
單
位
が
或

a

供
給
#

た
b

、或

は

霧
.要

#

^

る
二
種
の

生
活
：
の

間
に
«

界
を
劃
し
其
■巾 

•
-

心
點
を
な
す

も
の
は
«
に

所
#̂_

貨
幣

所
得
の

藤
.

味
.；，

に

0

せ

&

る
\
所

得
i

®
;<
f

ち

谷 

,經
濟
f-

位
は

——

密
生
的
隹
存

0

.場
合
を
除
き

I

 
|.方

(̂

於
て
‘所
得
獲
得
の
爲
め
に
努
力
し
也 

方
に
於
て
颜
に
得
た
る

> 
所
得
を

'
投

じ

て

個

々

の

欲

望

：を
，滿

れ

さ

ん

ギ

爲

め

‘
に
势
カ
す
。而
し
て

穷r

免
.

o
a
l
.

ニ〕

雜

錄

所

S

.
中
心
と
す
る
練
濟
理
論
の
慕
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9H .

今
日
の
經
濟
祉
會
に
於
て
は
所
得
を
得
る
.の
 

を
漉
得
す
る
の
外
ゎ

る

な

し
。而
し
て
斯
く
め 

事
は
同
咚
に
或
物
の
供
給
潜
と
し
て
現
は
る 

需
耍
す
と
云
ふ
事
は
同
時
に
所
得
の
投
用
を 

無
偾
的
授
受
の
場
合
を
論
外
に
置
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要
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位
は
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然
相
興
な
る
ニ
の
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味
に
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可
し
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所
得
贏
得
潘
即
ち
供
給
者

S

し
て
の

(
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所
得
投
用
者

.即
ち
.需
要
潘
と
し
て
の 

是
な
り
。

議
論
を
進
む

る
に

先
れ

ち
て

先
づ
所
得
の 

自
然
經
濟
に
於
て
は
一
定
期
問
內
に
經
濟
行 

總
暈
を
意
味
す
れ
ど
も
財
の
狼
得
の
努
力
は 

さ
れ
た
る
貨
幣
よ
&
出
發
し
て
財

0-

獾
得
に

途
は
何
等
か
の
.對
價
を
提
供
し
て
有
償
的
に 

如
く
し
て
所

.得
猻
得
の
鳴
め
に
努
力
す

S

云 

、
事
を

.
意
味
す
る
な
り
。同
じ
道
理
に
て
或

*
 

意
味
し
、所
得
の
投
用
は
必
玄
膾
與
窬
附
其
他 

意
味
せ
ざ
る
こ

V
J

能
は
ざ
る
な
り
。即
ち
個
 々

て
國
民
經

.濟
生
活
に
.與
か
る

も
の

な
る

事

を

知 の の を ふ 之

經 經  

濟 濟  

m 單 

位 位

意
味
を
明
に
し
置
く
事
必
耍 

爲
の
結
果
ど
し
て
經
濟
單
位 

1

先
づ
貨
糈
獲
得
の
努
力
に

到
達
：ず
る
事
を
本
則
ビ
す
る

..

. 
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貨 集 に な  

幣 中 流 る  

經 し 入 可  

濟 页 す し  

の に る 所  

下 獲 ' 得 

に 得 の は

あ
り
て
は
所
得
は
一
定
期
問
內
に
經
濟
行
爲
の
結
果
ど
し
て
經
濟
單

.位
に
流
入
す
る

！
^

•
«' 

の
意
味

.
な
P

ビ
解
す
可
き

•も
の
に
し
て
、日
常
語
に
於
け
る
所
得
も
亦
此
意
味
用
ひ
ら
る

V 

を
常

£

す
。或
は
所
得
を
巡

.か
に
廣
き
意
味
に
解
す
る
學
奢
あ

b
e
例
へ
ば
福
田
陴
士
は
改
定
經 

濟
學
講
義
第
ニ

.版
に
於
て
所
得
を
定

_

し
て

「

貨
幣
額
を

.以
て
稱
量
せ
ら
る
、
余
剩
利

/H」 (
-?
I

Jcf
]
 

ょ
り
费
用
を
控
除
し
た
る
佘
剩

)

又
は

「

經
濟
行
爲
の
結
果
ビ
し
て
新
れ
に
一
經
濟
單
位
に
入
み 

來
る
利
用
の
僧
加
な
り
、余
刺
利
用
な
り

」

ど
云
は
る
。
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買
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斯
く
廣
き

1£
电 

に
所
柺
を
解
す
る

©

合
に
起

.る
疑
は
一
定
の

*

用
を
投
じ
て
得

_た
る
佘
剩
貨
幣
额
が
所
^
な 

る
か
、或
は
經
濟
行
爲
の
結
粜
ど
し
て
得
た
る
貨
幣
額
を
费
用
ビ
し
て
投
じ
て
以
て
收
む
る
余 

笫
享
辣

W

ち
.
マ
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シ
ャ
ル
の
所
謂

「

消
费
者
余
刺

1-
.co

n
s
u
m
e
^
s
u
r
p
l
u
s

が
所
得
な
る
か
^
し
て
如 

何
の
點
に
わ
り
。一
ヶ
月
千
圆
の
貨
幣
所
得
あ
る
も
の
が
其
所
得
を
投
じ
て
.享
樂
の
用
に
供
し 

>
/ 

5
,
ど
す
れ
ば

P

が
彼
の

'^

得
な

6

や
。千
圓
の
貨
幣
额
な

6

や
、或
は
千

II

を
©

じ
て
^
た
る 

享
藥
そ
の
港
な
り
や
。兩

*

共
に

*
然

i

す
れ
ば
彼
の
所
得
は
ニ
千

«(

^

格
に
云
へ
ば
一

「

千
圆 

以
上
乎

)

な
る
可
し
。之
れ
明

0

な
る
不
合
理
な

&
C或
.は
余
刺
享
樂
そ
，の

'
落
.
が■所
得
な

b
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J
1
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.

ふ
 

か
^

へ
ば
セ
リ
グ
マ
ン
は
此
立
場
に
立
つ
も
の
に

」

て
本
來
所
得
の
本
質
を
な
す
も
の
は
，
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a
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i
o
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か
る
を
以
て
所

#

は
'c
r

s

s

t 

i
n
c
o
l

の
義
に

^

す
.可
&

も
の

な
P

 

ビーK
.

へ
b

。此
の
如
く
廣

.く
所
得
な
る
語
を
解
す
る
事
は

.思
考
の
混
亂

.

.を
‘招
く
不
利
益
■ぁ
る
馋 

.に
之
を

®

ふ
可
き
大
な
る
刺
益
ぁ
る
を
認
む
る
事
能
は
ず
、佘
は
終
始
絶
^
を
食
幣
所
得
の
韋 

味
に
解
し
、本
篇
を
通
じ
此
意
味
に
於
て
の
み
此
語
を
用
ふ
可
し
。

®

し
て
斯
く
す
る

^

が
思
， 

の
明
狐
简
單
を

.期

待

す

可

.き

所

以

な
 
h

y

^
信
す
る
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さ
て
右
の
意
味
の

所
得
を

^

心

V
J

し
て
前
後
に
苦
し
く

は
上
.下
に
ニ
ッ
の
異
な
り

^
る
經 

濟
生
游

展
開
せ

ら
る
。所

#

を

u
n

的
目
標

•ど
し
て
之
に
向
つ
て
努
力
す
る
方
面
及
び
沂

R寸
ょ

A
 

1
U
#

し
て
之
を
手
段
マ

」

し
て
個
々
現
實
の
欲
蓮
を
滿
た
さ
.ん
ビ
努
力
す
る

方
面

V
J,

即
是
な

\
 

1

方
の
生
活
に
取
ぅ
て
は
所
得
は

標
的

ビ

な
り
、他

の
一
方
の
生
活
に
は
出

發
點
ビ
な
る
。一

方 

の
生
铲
に
於
て
は
努
力
は
所
得

に

^
注
し

、

他

の

一
方

に

於

て

は
所
得
は
生
活
に

基
礎
を

與
ふ 

前
し
て
旣
に
冒
頭
に
述

べ

!1
き
た
る
が

如

く
、八ホ

は
所
得
の

獲
得
を

營

利
、之

を

0

妁
ど
す
る

行 

爲

を
»
し
て
營

.利

行
、
爲

ど
名
け
、

所
得
を
基
礎

ど
し

之
ょ
，o

出
發

し
で
個
々
.現
實
の
欲
望
を
痛 

れ
す
事
を
稱
し
て
享
樂
ど
云
文
可
し
、伛
し
享
樂
ど
云
ふ
も
經
濟
學
に
於
て
論
ず
る
所
は
は
ぶ 

の
享
樂
を
の
者
に
非

1^
'
し

て

享

樂

の

爲

め

に

费

用

と

し
て

所

得

の

一
部
を
投
ず

る
事

こ
あ
',
..る

は
旣
に
前
段
に
注
意
し
置
き
た
ち
所
得
が
經
濟
生
活
の
目
的

ビ
し
て
現

.は

る

i

云
.ふ
事
は
所 

得
が

「

利
用

」

ど
し
て
經
濟
行
爲
者
の

0

に
映
す
る
事
を
意
味
す
。そ
の
反
對
に
手
段
ビ
し
て
現
は 

る
、

«

合
に
所
得
は

「

费
用

」

と
し
て
了
解
せ
ら
る
。而
し
て
人
間
の
合
理
的
努
力
を
支
配
す

る「

最 

小
の
我

用
最
大
の
利
用

」

a?
く
は

*

大
餘
剩

.利
用

」

又
は

*

大
收
益

」

の
原
則
は
こ
の

ニ
種
の
經
濟 

生
活
に
於
て
次
の
如
き
相
異
な
る
形
に
て
適

;|
1

せ
ら
る

0
.

(
一 

.

)

.
營
利
生
活
に
ぁ

b

て
.は
®"
f

紀
#^

か
が
4

胳
_ 

.

三

)

享
樂
生
活
に
あ

A

て
は
與
へ

&

れ
た
る
所
得
を
投
じ
て
得
可
き

f

t

r
ir

ぎ
!
^
を

M

是
な

篼

一
の
場
合
に
於
て
は
所
得
額
を
決
定
す
る

「

费
用

/
利
ff
l」

の
ニ
耍
伸
共
に
價
格
形
成
な
る

|® 

客
観
的
事
實
に
侬
て
定
め
ら
れ
、而

L

て
價
格
形
成
は
個
々
の
經
濟
單
位
に
取
り
て
は
與
へ

&
 

れ
た

^

確
定
の
事
實
に
.し
て
彼
等
個
々

の
希
蠤
欲
求
は
之
を
左
右
す
る

上
に
何
等
直
接
の
力 

ダ
し
す
ぇ
す
月
ち
彼
等
の
努
カ
は
純
客
觀
的

事
實
な
る

-:
の
價
.格
形
：成

0

ぃ
間
：に
差
額

'を
'求
む 

事

に
わ
'!
)
。而

し

て
其
成
果
れ

る

所

得

は

何
人
に

も

共

通

の

事
實

な

る

|

定

の

.貨

幣

额

に
て
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に
個
人
の
營
利
生
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M「

量」

§

*

界
、數
宇

0

世
界
に

'
終
始
し
、吾
人
の
努 

力
は
一
の

*

^

,

他
の

量
と
.
の
比
較
.に

集
注
す
。

一
定
の
貨
幣
额
は
主

_

的
意
味
を
'有
し
得
る
事 

P

り
、
同

.

一.

貨
幣
額
が
當
潘
ミ
貧
激

i

に
取
か
て
其
重
要
.を
異
に

す
る
'

が
如
し
。然
れ
ど
も

一

.の 

ft
w

他
の
量
ビ
が
比
較
：せ

&

る
、
場
合
に
は
主
観
は
全
然
排
除

.せ
ら
る
。千
圓
は
何
人
に
取
り 

て
も

1

馮
圓
の
十
分
一
な

\

五
酋
圆
と
四
百
圆
の
差

.
は
何
人
に
取
り
て
も
西
圆
な
り
。此
意
咏 

R

於
て
營
剎
生
活
は
純
客
觀
的
な
る
量
の
世
界
に
終
始
す
る
な

i

而
し
て

「

量」

の
世
界
が
終

b
 

て
禮」

の
世
界
が

始
ま
る

所
は

即
ち

營
利
の
生
活
が
享
樂
の
生
活
に
移
；

ら
ん
/>
す
る

境
界
に
し 

て
、努
力
の
目
標

w

し
て
眺
め
れ
た
る
所
得
は
此
時
を
限
り
今
や
手
段

S

し
て
又
费
用
ヒ
し
て 

經
濟
行
爲
潘
の

.
考
慮
を
支
配
す
可
く
始
む
る
な
り
。


